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問王臣 2.予算 と熟練職員が不十分である｡

対策 (9 噸道施設を高度に利用する｡

⑨ 教育機関､特に農科大学に腰芙情報のコースを

提供するよ う勧告する｡

⑨ 有百日な弓覇道人の百日刀を高度に利用する｡

㊨ ･T斤報職員に対 して進んだ訓練補習科を開設する

(診 普及プログラムを継持するための予罪を決定す

る調査を十分に行 う｡

(昏 普及予墨字の計画には伯報職員 も参加]せ しめる｡

問題 3.効果的な活軌を実施するために他の殿英機朗 と

1是扮する必要がある｡

対策 ① 怖頚部菜を腰林省又は股務課内に統一 する｡

⑨ 旗兼EIl体の代表を以 っでTtJl一報委員会をヌ且織 し､

定期的に会合を開 く｡

(勤 すべての専門的な惜弓削ま発表する前に関係専門

家の点検を うける｡

⑥ 一情報資料の準備､作製､配布の二告任を日月碇にす

るために専門機関 と倍額室 との間に党芭=を締結 する｡

⑤ 情報資料作製の優先川副こついては両者の話合い

で決める｡

(詠 出牒物編∃袋委員会を設殴する｡

問題 4.利用されたラ賢料の適合 と適正な評価をするため

に農民や現場指許 者か ら結果を採 り集める必要がある

対策 (∋ 相子妻搾資料は峠酌テス トを してか ら酉己布する｡

⑨ 情報資料に空i問用紙を称附 してその利用をはか

る｡

問題 5.付f報資料の効果を決定する適当な評価方法

が少い｡

対策 (9 倍簡資料に手折附された質問用紙を利用する

⑨普及員を して直接儲良三に面接させ､怖闇資料につい

て現場調査智行わ しめる｡

⑨ 訓威された情報評価黍民会を設思:して現場調査

や適切な評価方法を助言せ しめる｡

問題 6.情報機関が放任 している上に､十分な設備は 職

員をも っていない更に捉多哲も行われていない｡

対英 ① 各部儲機関を統一 し､lTJ'･頼T-JT光の施設や設備を

共同負珪ル てその充実をはかる｡ (古 謝 瑞 幸)

V.rub(ウイルス)はこれまでウイールス､ヴィールス､ビー

ルス､ヴアイラス､パイラス､病毒および口過性原体など

さまざまな吉己法 があって混乱 したが､日本ウイルス学会

は1955年に｢ウイルス｣を公定用語 と したO

植物 ウイル ス病の発生は多 く､被薯甚大に もかかわ ら

ず､今 日まだ適確な治療法が見出されていなV,ためそ

の防除は もっぱ ら予防のみに限 られてVlる状啓である｡

近年沖縄におVlて もサツマイモの天狗巣病､ウ リ類の

モザ イク病､パパヤのモザ イク病､タバ コ､ トマ トのモザ

イク病などの発生が年 々増え､特にサツマイモの天狗巣

病の被害は莫大､また この頃､北部の相伴地ではイネの

黄琴病がまん延 して人々の関心は高まり､協同防除が各

地で行われているのは喜ば Lv,現象である. ここでは病

原 ウイル スについて簡単に述べてみましょう｡

1.ウイルス

A ウイルスとはどんなものか

もともと VirusとV,う言集は ラテ ン語で毒または毒液

を意味 し､例えば蛇毒､ 狂犬の唾液などである｡ その

後､伝敗性の病苦の病原不明の ものが漠然とVirusと呼

ばれ､口過性病毒がその例で ある｡ しか し近代的意味で

の ウイル スの概念は次の3つにまとめられ る｡

(8)

(1)超光学瀬徽鋲的で ある｡

(2)特異な生物細胞に導入され る｡

(3)生細胞内部に患V,てのみ繁殖す ることができるO

この3つの条件の｢F7､]つで も欠けるとウイル スとは言え

ません｡

B ウイルスの大きさと形

もっとも小さい細菌 (袋薗750ミリミクロン) よりも

小さ く､-モグ ロビン/JJ･fより大きV,存在である｡

植物 ウイルスの大きさと形

大きさ

ウイル ス 1-⊥Lリミクロン) 形

タバ コモザ イク 1300× 15 樟 状

ジャガイモ Y i756× 12 糸 状

ジャガイモ黄化萎縮 110 長方形

(注)ミリミクロン-1/100万mm

(つづく)

(与 那 覇 哲 莞 )


